
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の電話機、第２の電話機、および、コンテンツサーバを電話ネットワークで接続し
たシステムであって、
　第１の電話機は、コンテンツサーバにアクセスして、第２の電話機に対するメッセージ
コンテンツである音声メッセージ、ＡＶデータ、および、その送信日時を送信し、
　コンテンツサーバは、第１の電話機から受信した前記メッセージコンテンツを前記送信
日時まで保存し、送信日時が到来すると、第２の電話機に対して前記ＡＶデータを送信し
、 時間経過後に第２の
電話機を呼び出して応答があったとき前記音声メッセージを 再生し、
　第２の電話機は、 コンテンツサーバから受信したＡＶデー
タを、前記コンテンツサーバからの呼び出し時、または、コンテンツサーバとの通話時に
再生されるように設定する
　ことを特徴とする電話メッセージシステム。
【請求項２】
　第１の電話機、第２の電話機、および、複数のＡＶデータを記憶したデータベースを備
えたコンテンツサーバを電話ネットワークで接続したシステムであって、
　第１の電話機は、コンテンツサーバにアクセスして、音声メッセージ、前記複数のＡＶ
データのなかから１または複数のＡＶデータを選択する選択情報、および、その送信日時
を送信し、
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　コンテンツサーバは、第１の電話機から受信した音声メッセージおよび選択情報を前記
送信日時まで保存し、送信日時が到来すると、第２の電話機に対して前記選択情報によっ
て選択されたＡＶデータを送信し、

時間経過後に第２の電話機を呼び出して応答があったとき前記音声メッセー
ジを 再生し、
　第２の電話機は、 コンテンツサーバから受信したＡＶデ
ータを、前記コンテンツサーバからの呼び出し時、または、コンテンツサーバとの通話時
に再生されるように設定する
　ことを特徴とする電話メッセージシステム。
【請求項３】
　前記ＡＶデータは、画像データおよび曲データの一方または両方であり、
　第２の電話機は、コンテンツサーバから画像データを受信したとき、これを非着信時に
表示する待ち受け画像、または、通話時に表示する背景画像として設定し、コンテンツサ
ーバから曲データを受信したとき、これを着信時に演奏する着信メロディ、または、通話
時に演奏する背景音として設定する
　請求項１または請求項２に記載の電話メッセージシステム。
【請求項４】
　前記ＡＶデータは、電子メールの添付書類として送信される請求項１乃至請求項３のい
ずれかに記載の電話メッセージシステム。
【請求項５】
　前記第１の電話機および第２の電話機は、携帯電話である請求項１乃至請求項 のいず
れかに記載の電話メッセージシステム。
【請求項６】
　第１の電話機から、第２の電話機に対するメッセージコンテンツである音声メッセージ
、ＡＶデータを受信するとともに、その送信日時を受信する受信手段と、
　前記メッセージコンテンツを前記送信日時まで保存する記憶手段と、
　前記送信日時が到来したとき、第２の電話機に対して前記ＡＶデータを送信する送信手
段と、
　前記ＡＶデータを送信したのち、

時間経過後に第２の電話機を呼び出して、応答があったとき、
前記音声メッセージを再生して送信する通話手段と、

　を備えたコンテンツサーバ。
【請求項７】
　複数のＡＶデータを記憶したデータベースと、
　第１の電話機から、音声メッセージ、前記複数のＡＶデータのなかから１または複数の
ＡＶデータを選択する選択情報を受信するとともに、その送信日時を受信する受信手段と
、
　前記第１の電話機から受信した音声メッセージおよび選択情報を前記送信日時まで保存
する記憶手段と、
　前記送信日時が到来したとき、第２の電話機に対して前記選択情報によって選択された
ＡＶデータを送信する送信手段と、
　前記ＡＶデータを送信したのち、

時間経過後に第２の電話機を呼び出して、応答があったとき、
前記音声メッセージを再生して送信する通話手段と、

　を備えたコンテンツサーバ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、電話を介して画像や音声を含むメッセージを送ることのできる電話メッセー
ジシステム、コンテンツサーバ、および、電話で通話中にＢＧＭなどの背景音や合いの手
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などの効果音声を付加することのできる通話転送システム、コンテンツサーバに関する。
【０００２】
【発明が解決しようとする課題】
電話を介してメッセージを送るシステムは従来なかった。また、話中に送ることができる
音声は、話者の声とその人がいる場所の騒音であった。携帯のメール機能を使って送るこ
とができるのは、文字と画像のみで音声を送ることはできなかった。携帯端末に入ってい
るデータを使うことしかできなかった。
【０００３】
据置電話、携帯電話などの電話機は、従来の音声通話の手段を越えて文字情報や画像情報
などの情報伝達手段になってきている。
【０００４】
この発明は、電話機を用いてメッセージコンテンツを送受信できるシステム、電話機によ
る通話中に種々の付加音を付加することのできる通話転送システム、および、これらのシ
ステムに用いられるコンテンツサーバを提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明は、第１の電話機、第２の電話機、および、コンテンツサーバを電話ネ
ットワークで接続したシステムであって、第１の電話機は、コンテンツサーバにアクセス
して、第２の電話機に対するメッセージコンテンツである音声メッセージ、ＡＶデータ、
および、その送信日時を送信し、コンテンツサーバは、第１の電話機から受信した前記メ
ッセージコンテンツを前記送信日時まで保存し、送信日時が到来すると、第２の電話機に
対して前記ＡＶデータを送信し、 時間
経過後に第２の電話機を呼び出して応答があったとき前記音声メッセージを

再生し、第２の電話機は、コンテンツサーバから受信したＡＶデータを、前記コンテン
ツサーバからの呼び出し時、または、コンテンツサーバとの通話時に再生されるように

することを特徴とする。
【０００６】
　請求項２の発明は、第１の電話機、第２の電話機、および、複数のＡＶデータを記憶し
たデータベースを備えたコンテンツサーバを電話ネットワークで接続したシステムであっ
て、第１の電話機は、コンテンツサーバにアクセスして、音声メッセージ、前記複数のＡ
Ｖデータのなかから１または複数のＡＶデータを選択する選択情報、および、その送信日
時を送信し、コンテンツサーバは、第１の電話機から受信した音声メッセージおよび選択
情報を前記送信日時まで保存し、送信日時が到来すると、第２の電話機に対して前記選択
情報によって選択されたＡＶデータを送信し、

時間経過後に第２の電話機を呼び出して応答があったとき前記音声メッセージを
通話音声として再生し、第２の電話機は、コンテンツサーバから受信したＡＶデータを、
前記コンテンツサーバからの呼び出し時、または、コンテンツサーバとの通話時に再生さ
れるように することを特徴とする
【０００７】
　請求項 の発明であるコンテンツサーバは、第１の電話機から、第２の電話機に対する
メッセージコンテンツである音声メッセージ、ＡＶデータを受信するとともに、その送信
日時を受信する受信手段と、前記メッセージコンテンツを前記送信日時まで保存する記憶
手段と、前記送信日時が到来したとき、第２の電話機に対して前記ＡＶデータを送信する
送信手段と、前記ＡＶデータを送信したのち

時間経過後に第２の電話機を呼び出して、応答があったとき、 前記
音声メッセージを再生して送信する通話手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項 の発明であるコンテンツサーバは、複数のＡＶデータを記憶したデータベース
と、第１の電話機から、音声メッセージ、前記複数のＡＶデータのなかから１または複数
のＡＶデータを選択する選択情報を受信するとともに、その送信日時を受信する受信手段
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と、前記第１の電話機から受信した音声メッセージおよび選択情報を前記送信日時まで保
存する記憶手段と、前記送信日時が到来したとき、第２の電話機に対して前記選択情報に
よって選択されたＡＶデータを送信する送信手段と、前記ＡＶデータを送信したのち、

時間経過後に、第２の電話機を呼び出し
て、応答があったとき、 前記音声メッセージを再生して送信する通話手段
と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　上記発明では、第２の電話機に対して音声や画像などのＡＶデータを 信してから、

時間の経過後に、第２の電話機を呼び出
し、第１の電話機の所持者の音声メッセージを 再生する。第２の電話機は
、呼び出し時及び音声メッセージの再生時、受信したＡＶデータを再生することができる
。送信日時が到来すればコンテンツサーバが自動的に送信してくれるため、第１の電話機
の所持者が送信日時を意識しなくてもよくなる。また、請求項２， の発明では、コンテ
ンツサーバが記憶しているＡＶデータを使って第２の電話機にメッセージコンテンツを送
信することができるため、第１の電話機のデータ転送量を少なくすることができる。
　なお、ＡＶデータとしては、画像データ、曲データ、圧縮音声ファイルなどを適用する
ことができるが、これらを別々のデータとして扱ってもよく、ＳＭＡＦファイルなど複数
のチャンクとしてこれらを統合したファイルとして扱ってもよい。なお、この明細書にお
ける再生は、画像の表示、ＭＩＤＩデータなどの自動演奏データの演奏、圧縮音声データ
のデコードなどの処理を含んでいる。
【００１０】
請求項３の発明は、請求項１、２の発明において、前記ＡＶデータが画像データおよび曲
データの一方または両方であり、第２の電話機は、コンテンツサーバから画像データを受
信したとき、これを非着信時に表示する待ち受け画像、または、通話時に表示する背景画
像として設定し、コンテンツサーバから曲データを受信したとき、これを着信時に演奏す
る着信メロディ、または、通話時に演奏する背景音として設定することを特徴とする。
【００１１】
上記発明では、第２の電話機が、コンテンツサーバから受信した画像データを待ち受け画
像、通話時の背景画像として設定し、コンテンツサーバから受信した曲データを着メロ、
通話時の背景音（ＢＧＭ）として設定する。これにより、コンテンツサーバからの呼び出
しが着信したときに、待ち受け画像および着メロが再生されており、第２の電話機の所持
者がこれに応答したときにコンテンツサーバから音声メッセージが送られてくるとともに
、背景画像が表示されるとともに背景音が再生され、音声メッセージを演出することがで
きる。
【００１２】
　請求項４の発明は、請求項１～３の発明において、前記ＡＶデータが電子メールの添付
書類として送信されることを特徴とする
【００１３】
　請求項４の発明では、ＡＶデータが第２の電話機に対する電子メールの添付書類として
送信されるため、第２の電話機の所持者の操作を待つことなく、コンテンツサーバから第
２の電話機に対して直接ＡＶデータを送り込み、電話の着信前後に再生されるように設定
することが可能になる
【００２５】
　請求項 の発明は、請求項１～ の発明において、前記第１の電話機および第２の電話
機が、携帯電話であることを特徴とする。
　据置型の電話機であっても、たとえばＬモード（商標）などインターネットアクセス機
能を備えたものであれば、この発明に適用することができるが、この発明を、着信メロデ
ィの再生機能を備えるとともにディスプレイを備えており、電子メール機能も通常の機能
として備えている携帯電話に適用した場合、より顕著な作用効果を奏する。
【００３７】
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【発明の実施の形態】
図１はこの発明の実施形態である携帯電話システムの構成を示す図である。この携帯電話
システムは、複数の携帯電話機２、携帯電話ネットワーク３およびコンテンツサーバ１を
備えている。通常の携帯電話機間の通話は、従来の携帯電話ネットワークと同様に以下の
手順で行われる。
【００３８】
発信側の携帯電話機２Ａが携帯電話ネットワーク３に通話の着信側の携帯電話機２Ｂの電
話番号を送信してアクセスする。
携帯電話ネットワーク３がこのアクセスに対応して携帯電話機２Ｂを呼び出す（携帯電話
機２Ｂに呼び出しが着信する）。
携帯電話機２Ｂが応答すると、携帯電話ネットワーク３が携帯電話機２Ａと２Ｂとを接続
して通話可能にする。
【００３９】
　一方、この発明の第１ 態の携帯電話システムでは、携帯電話機２Ａと２Ｂがコンテ
ンツサーバ１経由でリアルタイムに通話することもできる。この場合は、コンテンツサー
バ１は携帯電話機２Ａ、３Ｂから送られてきた通話音声にＢＧＭや効果音声を付加・合成
して再度携帯電話機２Ａ、２Ｂに転送する通話転送サービスを行う。
【００４０】
また、この発明の第２の実施形態の携帯電話システムでは、発信側の携帯電話機２Ａがコ
ンテンツサーバ１に対して、携帯電話機２Ｂに対するメッセージや画像・曲データなどを
登録して送信日時を指定しておくと、その指定された日時にコンテンツサーバ１が携帯電
話機２Ｂにメール送信や通話発呼などを行って、この登録されたメッセージや画像・曲デ
ータなどを送り届ける電話メッセージサービスを行う。
【００４１】
　≪第１ 態≫
　第１ 態は、コンテンツサーバ１が通話転送サービスを行う携帯電話システムに関す
るものである。携帯電話機２Ａの所持者が通話転送サービスを利用して携帯電話機２Ｂに
電話を掛けようとする場合、携帯電話機２Ａの所持者はまずコンテンツサーバ１に電話を
掛ける。そして、このコンテンツサーバ１に対して合成する付加音を設定したのち、通話
相手先である携帯電話機２Ｂの電話番号を入力すると、コンテンツサーバ１が携帯電話機
２Ｂに電話を掛け、コンテンツサーバ１を介して携帯電話機２Ａと２Ｂが通話可能になる
。携帯電話機２Ａと２Ｂの通話音声は全てコンテンツサーバ１を通過するため、このとき
にコンテンツサーバ１は、付加音を発生し、通話音声にこの付加音を合成して転送する。
【００４２】
　なお、付加音としては、通話中に継続的にバックグラウンドに流れている背景音と単発
的に発生される効果音声がある。背景音としては、ＢＧＭ（バックグラウンドミュージッ
ク）、駅の騒音や自然の音などの環境音などがあり、効果音声としては、合いの手や自然
界の音などがある。ここでは、背景音としてＭＩＤＩなどの曲データによって自動演奏さ
れるＢＧＭを用い、効果音声として図２に示すような音声を用いるが、 はこれ
に限定されるものではない。
【００４３】
コンテンツサーバ１は複数のＢＧＭを記憶しており、携帯電話機２Ａの所持者は、通話を
開始する前に所望のＢＧＭを選択することができる。この選択は、たとえば携帯電話機２
Ａのテンキー（＊キー、＃キーを含む：以下同じ）を操作してＤＴＭＦ信号を送信するこ
とにより行うことができる。このＢＧＭは携帯電話機２Ａと２Ｂの通話中に通話音声のバ
ックグラウンドで演奏される。
【００４４】
また、効果音声は、携帯電話機２Ａの所持者のテンキー操作、および、携帯電話２Ａ、２
Ｂの所持者（通話者）の通話音声（所定のキーワード）に対応して発生される。すなわち
、携帯電話機２Ａの所持者が通話中にテンキーを操作してＤＴＭＦ信号を送信したとき、
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これに対応してコンテンツサーバ１がそのテンキーに対応する効果音声を発生する。また
、携帯電話機２Ａの所持者または携帯電話機２Ｂの所持者がその通話において所定のキー
ワードを発話したとき、コンテンツサーバ１はこれを認識し、これに対応してこのキーワ
ードに対応する効果音声を発生する。
【００４５】
コンテンツサーバ１は複数種類の効果音声セットを記憶している。効果音声セットとは、
たとえばテンキーの１、２、…、９、０のそれぞれに対応する効果音声のセットであり、
これを複数セット記憶している。また、所定のキーワードに対応する効果音声も、１又は
複数のキーワードおよびそれに対応する１又は複数の効果音声を１セットとして、複数セ
ット記憶している。
【００４６】
図２はテンキーに対応する効果音声セットの例を示す図である。同図（Ａ）は、テンキー
の１～７に対応づけて自然音を組み合わせたセットの例であり、たとえば、携帯電話機２
Ａの所持者が通話中にテンキーの１を押すと、コンテンツサーバ１は風の音を発生して通
話音声に合成する。また、同図（Ｂ）は、テンキーの１～９に対応づけて関西弁の音声（
喋り言葉）を組み合わせたセットであり、たとえば、携帯電話機２Ａの所持者が通話中に
テンキーの１を押すと、コンテンツサーバ１は「なんでやねん」という言葉を発生して通
話音声に合成する。同図（Ｃ）は、テンキーの１～９に対応づけて特定のテレビ番組中の
音声を組み合わせたセットであり、たとえば、携帯電話機２Ａの所持者が通話中にテンキ
ーの１を押すと、コンテンツサーバ１は「８時だよ」という言葉を発生して通話音声に合
成する。
【００４７】
　なお、こ 態では、携帯電話機２Ａのテンキー操作のみに効果音声セットを割り当て
ているが、携帯電話機２Ｂのテンキー操作にも効果音声セットを対応づけるようにしても
よい。
【００４８】
また、所定のキーワードに対応する効果音セットとしては、たとえば、キーワード「あり
がとう」に対して「どういたしまして」の効果音声を対応づけたり、「すみません」に対
して「こちらこそ」の効果音声を対応づけるなどした効果音声セットなどが用意すれはよ
い。また、携帯電話機２Ａからの通話音声に対応づける効果音声セットと、携帯電話機２
Ｂからの通話音声に対応づける効果音声セットを別々に設定しても同一に設定してもよい
。また、いずれか一方のみに設定してもよい。
【００４９】
携帯電話機２Ａの所持者は、通話を開始する前に所望の効果音セットを選択して、自分の
携帯電話機２Ａのテンキー、自分の通話音声、および、相手の通話音声にそれぞれ割り当
てる。この選択は、たとえば携帯電話機２Ａのテンキーを操作してＤＴＭＦ信号を送信す
ることにより行うことができる。
【００５０】
携帯電話機２Ａの所持者は、所望のＢＧＭおよび効果音声セットを選択したのち、通話相
手である携帯電話機２Ｂの電話番号を入力して、この携帯電話機２Ｂに接続する。そして
、携帯電話機２Ａの所持者が携帯電話２Ａのテンキーを操作したり、携帯電話機２Ａ、２
Ｂの所持者が上記選択された効果音声セットに設定されているキーワードを発話したとき
に、それに対応する効果音声がコンテンツサーバ１によって発生され、通話音声に合成さ
れて携帯電話機２Ａ、２Ｂに送信される。
【００５１】
図３は上記機能を実現するコンテンツサーバ１のブロック図である。コンテンツサーバ１
は、制御部１０、通信処理部１１、記憶手段１２、音声信号処理部１３を備えている。通
信処理部１１は、携帯電話ネットワーク３を介する携帯電話機２との通話を処理する。記
憶手段１２は、ハードディスクなどのストレージからなり、複数のＢＧＭ用曲データ、効
果音声セットなどを記憶している。制御部１０は、通信処理部１１、音声信号処理部１３
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の動作を制御するとともに、記憶手段１２に記憶しているＢＧＭ用曲データや効果音声セ
ットを音声信号処理部１３にセットする。
【００５２】
音声信号処理部１３は、１または複数のＤＳＰで構成され、上記通話転送サービスを実行
するために以下のような機能ブロックを備えている。
ＤＴＭＦ信号検出部１７は、発信側の携帯電話機２Ａから送られてきた通話音声信号を通
信処理部１１から入力し、この音声信号からＤＴＭＦ信号を検出する検出部である。キー
ワードＡ検出部１８は、発信側の携帯電話機２Ａから送られてきた通話音声信号を通信処
理部１１から入力し、この音声信号から所定のキーワードを検出する検出部である。キー
ワードＢ検出部１９は、着信側である携帯電話機２Ｂから送られてきた通話音声信号を通
信処理部１１から入力し、この音声信号から所定のキーワードを検出する検出部である。
【００５３】
携帯電話機２Ａにおいてテンキーが操作されたとき、そのキーに応じた周波数のＤＴＭＦ
信号（デュアルトーン多重周波数信号）がコンテンツサーバ１へ送信されてくるが、ＤＴ
ＭＦ信号検出部１７は、前記携帯電話機２Ａから送られてきたＤＴＭＦ信号に基づいて、
携帯電話機２Ａにおいて操作されたキーを検出する。このため、ＤＴＭＦ信号を構成する
７種類の周波数のみを通過させる極めて狭帯域の帯域通過フィルタ、各フィルタを通過し
た信号のレベルを検出するレベル検出部、高いレベルが検出された周波数の組み合わせに
基づいて、携帯電話機２Ａにおいて操作されたキーを割り出すキー割出部などを備えてい
る。これによって、割り出されたキー番号は、通話中は後段の効果音声発生部２２に送ら
れ、通話開始前、すなわちＢＧＭの選択中、効果音声セットの選択中、相手先電話番号の
入力中には、インタフェースを介して制御部１０に送られる。
【００５４】
また、このＤＴＭＦ信号検出部１７が検出したＤＴＭＦ信号の周波数はフィルタ２０にも
送られる。このフィルタ２０は、携帯電話機２Ａから送られてきた通話音声中に含まれて
いた上記ＤＴＭＦ信号を除去するためのフィルタであり、極めてＱの高い上記７種類の周
波数の帯域遮断フィルタからなっている。通話音声の音質を損なわないため、ＤＴＭＦ信
号検出部１７がＤＴＭＦ信号を検出したときのみ、そのＤＴＭＦ信号の周波数に対応する
帯域遮断フィルタを機能させる（信号ラインに挿入する）ようにしている。
【００５５】
また、キーワードＡ検出部１８およびキーワードＢ検出部１９は、たとえばＨＭＭ（隠れ
マルコフモデル）などの確率モデルを用いた音声認識部を備えており、所定のキーワード
に対応する効果音声セットが携帯電話機２Ａの所持者によって選択されたとき、この所定
のキーワードを認識するためのＨＭＭがインタフェース１６を介して制御部１０からセッ
トされる。このＨＭＭは、そのキーワードを有する効果音声セットとともに記憶手段１２
に記憶されている。キーワードＡ検出部１８が（セットされたＨＭＭで認識される）所定
のキーワードを検出したとき、そのキーワードを検出した旨の信号を効果音声発生部２３
に送出する。また、キーワードＢ検出部１９が（セットされたＨＭＭで認識される）所定
のキーワードを検出したとき、そのキーワードを検出した旨の信号を効果音声発生部２４
に送出する。なお、音声認識手法はＨＭＭなどの確率モデル法に限定されるものではない
。
【００５６】
効果音声発生部２２、２３、２４には、それぞれ携帯電話機２Ａの所持者によって選択さ
れた効果音声セット（効果音声データ）がセットされる。この効果音声セットは、インタ
フェース１６を介して制御部１０から転送されてくる。
効果音声発生部２２は、前記ＤＴＭＦ信号検出部１７から所定のキー番号を検出した旨の
信号が入力されたとき、それに対応する効果音声を発生して、その音声信号をミキサ２５
に出力する。また、効果音声発生部２３、２４は、それぞれキーワードＡ検出部１８、キ
ーワードＢ検出部１９から所定のキーワードを検出した旨の信号が入力されたとき、それ
に対応する効果音声を発生して、その音声信号をミキサ２５に出力する。
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【００５７】
また、曲演奏部２１は、シーケンス部および楽音波形合成部を備え、インタフェース１６
を介して制御部１０から転送されたＢＧＭ用曲データを演奏する。この曲データは携帯電
話機２Ａの所持者が選択したものであり、通話開始前に記憶手段１２から転送されてくる
。そして制御部１０から通話開始のトリガが送られてきたとき、このＢＧＭ用曲データに
基づく自動演奏を開始する。ＢＧＭ用曲データは有限時間であるが、通話が継続している
場合には、この曲データを繰り返し演奏する。この演奏によって発生された演奏音である
ＢＧＭはミキサ２５に入力される。
【００５８】
ミキサ２５は、これらＢＧＭおよび効果音声をミキシングして後段のミキサ２６、２７に
入力する。
ミキサ２６は、携帯電話機２Ａから送られてきた通話音声信号（フィルタ２０によってＤ
ＴＭＦ信号は除去されている）と上記ＢＧＭ、効果音声とをミキシングして通信処理部１
１に入力する。通信処理部１１は、この音声信号を携帯電話機２Ｂに転送する。一方、ミ
キサ２７は、携帯電話機２Ｂから送られてきた通話音声信号と上記ＢＧＭ、効果音声とを
ミキシングして通信処理部１１に入力する。通信処理部１１は、この音声信号を携帯電話
機２Ａに転送する。
【００５９】
音声信号処理部１３の上記機能により、携帯電話機２Ａと２Ｂの通話音声にＢＧＭや効果
音声を合成した通話転送サービスが可能になる。
【００６０】
図４は、前記コンテンツサーバ１の制御部１０の動作を示すフローチャートである。この
動作は携帯電話機２Ａから電話を受けて携帯電話機２Ｂとの間で通話転送サービスを行う
ときの動作を示している。携帯電話機２Ａから着信があると（ｓ１）、コンテンツサーバ
１においては、通信処理部１１がこれに応じてフックオフし、制御部１０が合成音声など
でこれに応答する（ｓ２）。
【００６１】
この応答に応じて携帯電話機２Ａの所持者は、コンテンツサーバ１に対してＢＧＭ、３種
類の効果音声セットなどを選択する。この選択は、テンキー（＊キー、＃キーを含む）の
操作すなわちＤＴＭＦ信号によって行われる。なお、３種類の効果音声セットは、携帯電
話機２Ａのテンキー操作に応じて発生する効果音声セット、携帯電話機２Ａから入力され
る所定のキーワードに応じて発生する効果音声セット、通話相手先である携帯電話機２Ｂ
から入力される所定のキーワードに応じて発生する効果音声セットの３種類であるが、携
帯電話機２Ａの所持者は、これら３種類の効果音声セットおよびＢＧＭのなかから所望の
ものを１～全て選択することができる。また、携帯電話機２Ａから入力される所定のキー
ワードに応じて発生する効果音声セット、および、携帯電話機２Ｂから入力される所定の
キーワードに応じて発生する効果音声セットは、それぞれ別々のセットであっても同じセ
ットであってもよい。
【００６２】
コンテンツサーバ１において、上記選択のためのＤＴＭＦ信号が送られてくると、ＤＴＭ
Ｆ信号検出部１７がこれを検出して、対応するテンキーの操作情報をインタフェース１６
を介して制御部１０に入力する。制御部１０は、テンキー操作によって選択されたＢＧＭ
および／または効果音声セットを記憶手段１２から読み出して対応する曲演奏部２１およ
び／または効果音声発生部２２～２４に設定する（ｓ４）。
【００６３】
こののち、携帯電話機２Ａの所持者は通話相手先である携帯電話機２Ｂの電話番号を入力
してくるため（ｓ５）、携帯電話ネットワーク３を介してこの電話番号に電話を掛け、携
帯電話機２Ｂを発呼する（ｓ６）。これに対して携帯電話機２Ｂが応答すると（ｓ７）、
音声信号処理部１３に対して、ＢＧＭの演奏、ＤＴＭＦ信号、所定のキーワードに対応し
た効果音声の発生を指示し、通話音声の合成転送をスタートする（ｓ８）。
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携帯電話機２Ａと携帯電話機２Ｂの通話が継続している間、上記通話音声の通話転送を継
続して実行し、どちらか一方が電話を切ったとき、上記通話音声の通話転送を終了して、
他方との電話も切断する。
【００６４】
≪第２の実施形態≫
次に、この発明の第２の実施形態である電話メッセージサービスを行う携帯電話システム
について説明する。電話メッセージサービスは、上記のように発信側の携帯電話機２Ａが
、携帯電話機２Ｂに対するメッセージや画像・曲データなどのメッセージコンテンツおよ
びその送信日時を、予めコンテンツサーバ１に登録しておき、その指定された送信日時に
なると、コンテンツサーバ１が携帯電話機２Ａに代わってそのコンテンツをメールや通話
などによって携帯電話機２Ｂに送り届けるサービスである。
【００６５】
このサービスを実現するために、コンテンツサーバ１は、図５（Ａ）示すように、制御部
３０、通信処理部３１、メッセージコンテンツ保存部３２、画像データベース３３および
曲データベース３４を備えている。メッセージコンテンツ保存部３２は、携帯電話機２Ａ
の所持者が作成したグリーテンィグコンテンツをその送信日時まで保存するストレージで
ある。また、画像データベース３３および曲データベース３４は、メッセージコンテンツ
に添付される画像および曲データが登録されているデータベースである。
【００６６】
携帯電話機２Ａの所持者が、携帯電話機２Ｂ（の所持者）にメッセージコンテンツを贈る
場合、携帯電話機２Ａの所持者は、コンテンツサーバ１に電話を掛けて、音声のメッセー
ジを携帯電話機２Ａを介してコンテンツサーバ１に録音するとともに、待ち受け画像、通
話中の背景画像、着信時の着信メロディ（着メロ）、通話中のＢＧＭ（バック・グラウン
ド・ミュージック）を画像データベース３３、曲データベース３４から選択する。そして
、携帯電話機２Ａの所持者がこのメッセージの送信日時および送り先である携帯電話機２
Ｂの電話番号とメールアドレスを入力すると、コンテンツサーバ１は、この音声データ、
画像と曲データの選択情報および電話番号、メールアドレスを送信日時が到来するまでメ
ッセージコンテンツ保存部３２に保存する。
【００６７】
制御部３０は、メッセージコンテンツ保存部３２に保存している全てのメッセージコンテ
ンツの送信日時を常時監視しており、送信日時が到来したものがあると、その選択情報に
基づいて画像データベース３３から待ち受け画像、通話中背景画像の画像データを読み出
すとともに、曲データベース３４から着メロ、ＢＧＭの曲データを読み出して、これをメ
ールに添付して携帯電話機２Ｂに送信する。
【００６８】
なお、この実施形態では、画像データ、曲データをデータベースから選択するようにして
いるが、携帯電話機２Ａの所持者が携帯電話機２Ａから画像データ、曲データをアップロ
ードするようにしてもよい。この場合には、メッセージコンテンツ保存部３２は、選択情
報に代えてこの画像データ、曲データを保存する。
【００６９】
携帯電話機２Ｂは、このメールを受信して、上記添付書類をそれぞれ自動再生するように
設定する。すなわち、待ち受け画像の画像データは、待ち受け時に常時表示されるように
所謂待ち受け画像として設定され、背景画像の画像データは、通話中に表示されるように
設定される。また、着メロの曲データは、電話の着信時に演奏されるように設定され、Ｂ
ＧＭの曲データは、通話中に演奏されるように設定される。
この画像データ、曲データの設定機能は、携帯電話機２Ｂの基本機能として組み込んでお
いてもよいが、コンテンツサーバ１が上記メールに画像データ、曲データとともにＪＡＶ
Ａ（登録商標）プログラムを添付し、携帯電話機２ＢがこのＪＡＶＡ（登録商標）プログ
ラムを自動実行することで上記画像データ、曲データの設定処理が行われるようにしても
よい。
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【００７０】
コンテンツサーバ１は、上記メールを送信したのち、一定時間待機し（携帯電話機２Ｂに
おいて上記自動再生の設定が完了する程度の時間待機し）、この待機ののち、今度は、携
帯電話機２Ｂに電話を掛ける。携帯電話機２Ｂではこの呼び出し時に着メロが演奏され、
画面には、（その上に発信者の電話番号が表示されてはいるが）待ち受け画像が表示され
ている。この呼び出しに対して所持者が応答すると、演奏される曲がＢＧＭに変更される
とともに、画面に表示される画面が背景画像に変更される。そしてこの応答（フックオフ
）が携帯電話ネットワーク３を介してコンテンツサーバ１に伝達される。
【００７１】
コンテンツサーバ１では、この応答に対応して、メッセージコンテンツ保存部３２に記憶
している携帯電話機２Ａの所持者が録音したグリーティングメッセージを読み出して再生
し、携帯電話機２Ｂに対して通話音声として送信する。これにより、携帯電話機２Ｂの所
持者は、ＢＧＭが流れる環境で背景映像を見ながらグリーティングメッセージを聞くこと
ができる。
【００７２】
ＢＧＭは着メロ用のスピーカから出力してもよく、通話時の受話用のスピーカから出力し
てもよい。また、携帯電話機２Ｂの所持者は、背景映像を見ながらグリーティングメッセ
ージを聞きたい場合には、イヤホンなどのハンズフリー装置を装着してから応答するよう
にすればよい。
【００７３】
図６に携帯電話機２のブロック図を示す。この携帯電話機２は、上記のようにメールの添
付書類として受信した画像データや曲データを、所持者の設定操作を経ずに自動処理で、
待ち受け画像、背景画像、着メロ、ＢＧＭに自動設定する機能を備えている。
【００７４】
携帯電話機全体の動作を制御するシステムＣＰＵ４０には、バス５９を介してシステムＲ
ＡＭ４１、システムＲＯＭ４２、通信部４３、音声処理部（コーダ／デコーダ）４４、楽
曲演奏部４５、可変ゲインアンプ４８、可変ゲインアンプ５１（５１ａ、５１ｂ）、入力
部５４、表示部５５が接続されている。システムＣＰＵ４０は、携帯電話の機能を実現す
るための電話機能プログラムを実行するとともに、コンテンツサーバ１などからダウンロ
ードされてくるＪＡＶＡ（登録商標）プログラムを実行する。システムＲＡＭ４１には、
コンテンツサーバ１から贈られてきた着メロ，ＢＧＭの曲データ、待ち受け画像，背景画
像の画像データが記憶される。
【００７５】
通信部４３は、携帯電話ネットワーク３から贈られてきた電波をアンテナで受信し、その
電波に重畳されている信号を復調するとともに、携帯電話ネットワーク３に対して送信す
る信号を変調してアンテナに供給する。通信部４３で復調された受話信号は、音声処理部
（コーダ／デコーダ）４４において復号され、可変ゲインアンプ５１ａで増幅されたのち
、ミキサ５２を介して受話用スピーカ５３から放音される。マイク５８から入力された送
話信号は音声処理部４４において圧縮符号化されたのち送信信号として通信部４３に入力
される。
【００７６】
楽曲演奏部４５は、システムＲＡＭ４１に記憶されている上記着メロ、ＢＧＭの曲データ
に基づいて楽曲を演奏する。着信時には、着メロを自動演奏し、これによって形成された
楽音信号は、可変ゲインアンプ４８を介して呼出用スピーカ５０から放音される。また、
通話中は、ＢＧＭを自動演奏し、これによって形成された楽音信号は、可変ゲインアンプ
５１ｂおよびミキサ５２を介して受話用スピーカ５３から放音される。なお、ＢＧＭの楽
音信号を着メロの楽音信号と同様に可変ゲインアンプ４８を介して呼出用スピーカ５０か
ら放音するようにしてもよい。
【００７７】
入力部５４はテンキーなどのボタンスイッチを含んでおり、システムＣＰＵ４０は、この
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テンキーの操作に応じたＤＴＭＦ信号を楽曲演奏部４５で形成させて音声処理部４４、通
信部４３を介して携帯電話ネットワーク３に送出する。また、表示部５５は、カラー液晶
のマトリクスディスプレイであり、待ち受け画面や通話中の背景画像などが表示される。
【００７８】
図７は、第２の実施形態である電話メッセージサービスを実行する携帯電話システムの処
理手順を示すフローチャートである。
まず、携帯電話機２Ａからコンテンツサーバ１に対して電話を掛けて、メッセージコンテ
ンツを登録する（ｓ１０）。登録は以下のような処理を含んでいる。音声メッセージ（グ
リーティングメッセージ）を録音するとともに、待ち受け画像、背景画像を前記画像デー
タベース３３に記憶されている画像データのなかから選択するか、または、携帯電話機２
Ａからアップロードする。また、着メロ、ＢＧＭの曲データを前記曲データベース３４に
記憶されている曲データのなかから選択するか、または、携帯電話機２Ａからアップロー
ドする。上記コンテンツとともにこのコンテンツの送り先の電話番号、メールアドレス、
および、このコンテンツの送信日時を送信する。
【００７９】
コンテンツサーバ１は携帯電話機２Ａから受信した上記メッセージコンテンツ（電話番号
、メールアドレス、送信日時を含む）をメッセージコンテンツ保存部３２に保存する（ｓ
１１）。そしてこのメッセージコンテンツの送信日時になるまで、このコンテンツについ
ては何もしない（ｓ１２）。
【００８０】
このグリーテンィングコンテンツの送信日時が到来すると（ｓ１２）、まず送り先の携帯
電話機２Ｂに対して、待ち受け画像，背景画像の画像データおよび着メロ，ＢＧＭの曲デ
ータを添付したメールを送信する（ｓ１３）。このメールに上記画像，曲データの自動設
定を実行するＪＡＶＡ（登録商標）プログラムをさらに添付してもよい。
【００８１】
携帯電話機２Ｂはこのメールを受信し（ｓ１４）、待ち受け画像および背景画像の自動表
示を設定するとともに（ｓ１５）、着メロおよびＢＧＭの自動演奏を設定する（ｓ１６）
。これにより、このとき携帯電話機２Ｂの表示部５５には待ち受け画像が表示されている
。
【００８２】
コンテンツサーバ１は、携帯電話機２Ｂが上記設定処理を実行する程度の時間待機したの
ち（ｓ１７）、携帯電話機２Ｂに対して電話を掛ける（ｓ１８）。この呼び出しにより、
携帯電話機２Ｂでは、呼び出し音として、ｓ１６で設定した着メロが演奏される（ｓ１９
）。所持者がフックオフボタンをオンしてこれに応答すると（ｓ２０）、この応答信号が
コンテンツサーバ１に伝達される。一方、携帯電話機２Ｂでは、この応答に対応して、着
メロに代えてＢＧＭの演奏がスタートし（ｓ２１）、表示部５５には、待ち受け画像に代
えて背景画像が表示される（ｓ２２）。
【００８３】
コンテンツサーバ１は、携帯電話機２Ｂの応答に呼応して、メッセージコンテンツ保存部
３２に保存していた音声メッセージを通話音声として送信する（ｓ２３）。この音声メッ
セージは携帯電話機２Ｂが受信して受話用スピーカ５３から放音し、所持者がこのメッセ
ージを聞くことができる（ｓ２４）。
【００８４】
この第２の実施形態においては、コンテンツサーバ１が携帯電話機２Ｂに対して、先にメ
ールで画像データや曲データなどを送信しておき、その後電話を掛けて音声メッセージを
伝えるようにしているが、先に電話を掛けてグリーティングメールがある旨を伝え、その
後グリーティングメールを送信するようにしてもよい。
【００８５】
このような手順で電話メッセージサービスをする場合のフローチャートを図８に示す。送
信者である携帯電話機２Ａの所持者がコンテンツサーバ１にアクセスすると（ｓ３０）、
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コンテンツサーバ１ではこのユーザを認証し（ｓ３１）、認証がＯＫであれば、コンテン
ツサーバ１上でグリーティングメールの作成を許可し、送信先や送信日時の設定を受け付
ける（ｓ３２）。このステップで作成されたグリーティングメール（送信先、送信日時を
含む）は、メッセージコンテンツ保存部３２に保存される。
【００８６】
送信日時が到来すると、コンテンツサーバ１は送信先（携帯電話機２Ｂ）に電話を掛けて
（ｓ３３）、受信者（携帯電話機２Ｂの所持者）が応答すると（ｓ３４）、送信者である
携帯電話機２Ａの所持者が録音した音声メッセージ等を送信する（ｓ３５）。この音声メ
ッセージは、挨拶（メッセージ）とこれからグリーティングメールを送信する旨の内容か
らなる。
【００８７】
受信者は、ここで一旦電話を切ってメールの着信を待つ（ｓ３６）。コンテンツサーバ１
が携帯電話機２Ｂに対してグリーティングメールを送信し（ｓ３７）、携帯電話機２Ｂで
は、これを受信してそのコンテンツを再生する（ｓ３８）。グリーティングメールは画像
や曲データからなり、メールを開くことによりこれらが自動再生されるものである。
【００８８】
なお、上記実施形態において、効果的な効果音の付加ができるように通話音声のノイズを
キャンセルするようにしてもよい。また、ＢＧＭは電話機に曲データをダウンロードして
再生してもよく、ストリーミング再生してもよい。
【００８９】
また、上記実施形態は、携帯電話機のシステムを例にあげて説明したが、インターネット
電話などの他の電話システムにも適用することができる。
【００９０】
【発明の効果】
以上のようにこの発明によれば、コンテンツサーバを介して、第１の電話機から第２の電
話機へ指定した送信日時に、音声メッセージとＡＶデータが一緒に再生されるメッセージ
コンテンツを送信することができるため、音声メッセージをＡＶデータで盛り上げること
ができるとともに、コンテンツサーバが送信日時を管理してくれるため、第１の電話機の
所持者がこれを気にする必要がない。
【００９１】
　また、 よれば、コンテンツサーバが第１の電話機と第２の電話機の通話を
中継して、これらの通話音声にＢＧＭや環境音などの背景音や合いの手などの効果音声か
らなる付加音を合成することにより、この付加音によって通話を盛り上げたり、実際の環
境とは異なる雰囲気で通話することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施形態である携帯電話システムの構成図
【図２】第１ 態の効果音声セットの例を示す図
【図３】第１ 態のコンテンツサーバのブロック図
【図４】前記コンテンツサーバの制御部の動作を示すフローチャート
【図５】第２の実施形態のコンテンツサーバのブロック図
【図６】携帯電話機のブロック図
【図７】第２の実施形態における処理の流れを示すフローチャート
【図８】 における処理の流れを示すフローチャート
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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